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日本地質アトラス箪2版

(全面改訂新版)の出版

目本地質アトラスの研究グルｰプ

地球科学分野における各種の情報の蓄積は,近年

著しいものがあり,従来要請されている資源･エネ

ノレギｰ問題などでの活用のみならず,地球環境問題

や地球以外の惑星の探査においても貴重な情報源と

なってきている.

地質調査所は,所の総力をあげて,日本及び隣接

地域に関する地質をはじめとする地球科学諸分野の

最新の資料を収集･検討し,各種地球科学図を編さ

んして,1992年7月に日本地質アトラス第2版と

して出版した.

これはまた,1992年8-9月に京都で開催された

第29回万国地質学会(IGC)に対応した,地質調査所

の記念出版物としての性格を合わせもっているもの

でもある.

内容的には,以下に紹介するように,地質アトラ

スと名うっているものの,進展著しい地球科学のい

ろいろな分野にわたる編さん図である.1987年に

出版された地質アトラス初版とは次の点で大きく異

なる.

すたわち,初版との相違点を列記すると,(1)図の

サイズが2倍.(2)対象地域を拡大し,図によって

はアジア大陸の一部を含んでいる.(3)陸海領域をカ

バｰしている図が多い.(4)バインディング方式をと

り,各回を取り外して,比較検討できるようにし

た.(5)説明文･付図を最小限にとどめ,図中に挿入

した.

たどである.

以下に地質調査所ならではの,この労作の構成

内容と作成経過について紹介し,その有効利用を願

う次第である.

且｡日本地質アトラス第碧版編纂の経緯

1989年4月18目の所議におけるIGC対応出版委

員会発足の決定を受けて,5月16目に第1回の同委

員会が開かれ,どのような出版物を出すべきかを所

内に問うアンケｰトを実施することとした.つい

で,アンケｰト結果は,第2回同委員会(6月22目)

で集約し,日本地質アトラスをはじめとする検討グ

ルｰプを発足させた.第3回同委員会(7月27目)で

は,検討グルｰプの報告を受け,もっとも具体性が

あり,かつ作成に準備を要する日本地質アトラスに

ついて実行委員を早急に人選し,作業に入ることと

した.第4回同委員会(8月8目)で,日本地質アト

ラス編集小委員会が発足し,アトラス収録図の検討

に入った.

その後,編集委員会(第1回1989年8月8目･第

2回1989年6月26目･第3回1990年1月18日)を適

宜開催し,各収録図ごとのワｰキンググルｰプの設

置とそれによる検討を実施した.また,出版は,所

外とすることとなった.

一方,所内指定研究として,｢日本地質アトラス

の研究｣(1990-91)が実施され,1990年度から,

本格的な原図作成および編集作業に入った.関係者.

の献身的努力があったものの,最終的な印刷出版

は,実にIGC開催直前の8月初旬というきわどい

ところであった.たお,地形基図編纂は,情報解析

室の野呂春文･村田泰章･山口幸光･宇野嘉一･中

島和敏･川畑晶及び地殻勲部の西祐司によっ

た.

編集委員会のメンバｰは次の通りである.

委員長:寺岡易司(地質部長)

副委員長:加藤碩一(地質部)･湯浅真人(海洋地

キｰワｰド:アトラス,日本列島,地球科学
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目本地質アトラスの研究グルｰプ
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第1図

各種地球科学図の図示範囲

質部)

委員:神谷雅晴(鉱物資源部)･金原啓司(地殻勲

部)･衣笠善博(環境地質部)･小玉喜三郎

(燃料資源部)･宮崎光旗(地殻物理部)･

奥田義久(海洋地質部)･佐藤岱生(地質情

報センタｰ)･鈴木尉元(情報普及管理室

長)･田中剛(地殻化学部)･山口幸光

(地質情報センタｰ)(官職･所属等は

1990年4月現在)

2.日本地質アトラス第雲版の構成と内容

巻頭に地質調査所長の序文および工業技術院長の

祝辞を付し,巻末に主要文献を掲載してある.A

全版(594mm×841mm),26ぺ一ジで,初版(A2

版,119ぺ一ジ)の緑色ハｰドカバｰと大きさと外

見も異たった黄色のソフトカバｰを付し,箱に所蔵

する形で郵送･利用に便利たようにした.

アトラス本体は17種類の各種地球科学図からた

り,凡例･説明とも日英併記されており,国際的な

利活用に対応している.縮尺は,各回の特色を生か

しつつも,相互の関連性を考慮して,原則として

300万分の1と500万分の1とした(シｰト3は

100万分の1日本地質図の複製で,シｰト17の地

球化学図だけは例外的に55万分の1とした).以

下,各回に付された説明や凡例を中心にそれらの内

容を紹介する.

シｰト1日本及び隣接地域地勢図

村田泰章･渡辺和明･佐藤岱生

この図は,日本周辺の島弧一海溝系を立体表示す

るために,コンピュｰタｰ･グラフィックスによっ

て作成した地勢図である.垂直方向すなわち,標高

および水深は20倍に強調されている.北緯20度,

東経140度,高度3270kmの位置から眺めたように

表現されている.用いたデｰタは,国土地理院が開

発した日本の陸地をカバｰする約250mメッシュ

の標高デｰタと米国海洋大気庁地球物理デｰタセン

タｰの5分メッシュρ標高デｰタである.

陸域は青系統,海域は緑･黄･茶系統の色で段彩

され,海溝や海盆などの海底地形や山岳地域や平野

だとの陸上地形が立体的に明瞭に表現されている.

また,黒の細実線で2度ごとに緯経線が立体表

面をたぞるような形で表示されており本図の立体感

を強調している.

シｰト2日本及び隣接地域地質図(5⑪⑪万分の1)

寺岡易司･奥田義久･加藤磧一･脇田浩二･

湯浅真人･西村昭

日本･アジア大陸東縁部および周辺海域の地質を

地質ニュｰス466号�
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策1表

各種地球科学図の概要

シｰトNo.�図幅名(著者)�表示範囲�縮尺�内容

1�日本及び隣鏡地域勢図村田泰章･渡辺和明･佐藤岱生�海陸�鳥厳図�日本周辺の島弧一海溝系の立体表示.陸域は10段階海域は13段階に塗色.

2�日本及び隣接地域地質図寺岡易司･奥田義久･加藤磧一･脇田浩二･湯浅真人･西村昭�海陸�500�日本･アジア大陸東縁部及び周辺海域の地質総合図.時代･岩質区分を工夫して海陸の地質を総合的に表示.

3-1～3-6�日本地質図(地質調査所,1992)�陸�100�日本地質図第3版を6シｰトに分割複製.南西諸島の100万分の1を追加.

4�日本地質構造図脇田浩二･岡村行信･粟田泰夫�海陸�300�日本列島及び周辺海域のテクトニクス.地体構造区分に関する付図2図挿入.

5�日本活構造図衣笠善博･佃栄吉･山崎晴雄�海陸�300�簡略化された日本列島地域の地質と段彩された日本列島周辺海域の地形と活断層火山･地震及び関連事項の表示1

6�日本及び隣接地域第四紀火山図須藤茂･中野俊･高田亮･川辺禎久･三村弘二･屋住英夫･曽屋龍典�海陸�500�火山及び主要テフラの図示噴火記録のある火山のリスト添付.島弧地域は新第三紀火山帯や貫入岩,第四紀大規模火砕流堆積物表示.

7�日本化闇岩図佐藤興平･石原舜三･柴田賢�陸�300�花騎岩類の時代区分･岩石学的諸特性を5つの挿図とともに表示.

8�日本変成岩図中島陰�陸�500300�変成帯地体構造図(500万分の1,変成相･変成年代図300万分の1からなる.同位体年代も表示.

9�日本及び隣接地域鉱物資源図須藤定久･吉井守正･平野英雄･神谷雅晴･古宇田亮一�陸�500�日本及びアジア大陸東部の鉱物資源の分布状況を多面的に表示.主要鉱山のリストや産出量の挿図を示す.

10�日本燃料資源図角井朝昭･渡部芳夫･鈴木祐一郎･小玉喜三郎･棚橋学�海陸�500�燃料資源が胚胎する主要堆積盆の状況等を多数の挿図で図示.

11�日本地熱資源図山口靖･金原啓司･玉生志郎･角情愛･田中啓策�陸�300�地熱及び深層熱水賦存状況の図示.地熱調査井や温泉なども表示.

12�日本地震図鈴木尉元･宮崎純一･川勝均･村田泰章�海陸�500�日本列島及び周辺海域の地震の震央･深度･マグニチュｰドを断面図と共に表示.

13�日本及び隣接地域重力異常図駒沢正夫･石原文案･広島俊男･山崎俊嗣一･村田泰章�海陸�500�日本列島及び周辺海域の重力のコンタｰを段彩表示.

14�日本及び隣接地域磁気異常図牧野雅彦･伊勢崎修弘･山崎俊嗣･石原文案･大久保泰邦･中塚正�海陸�500�日本列島周辺の東経147附近以西の太平洋と日本輝の大部分･沖縄トラフ付近の東シナ海をカバｰ.

15�日本及び隣接地域熱流量･キュリｰ点深度図松林修･大久保泰邦･山崎俊嗣･上嶋正人･宮崎光旗�海陸�500�熱流量値は4段階,キュリｰ点深度は16段階に区分表示.2枚の熱流量プ回ファイルを挿入.

16�目他地質災害図山崎晴雄･釜井俊孝･遠藤秀典�海陸�300�地震･津波･火山･大規模崩壊を表示.関連する地質･地形を簡略化して示す.

17�関東地方北東部地球化学図田中剛･上岡晃･伊藤司郎･今井登�陸�55�河川堆積物の9つの元素について分析した結果を等濃度線図で表示.地質略図も添付.

※縮尺は“万分の1''を省略(例500→500万分の1)

500万分の1の図面にカラｰ表示した地質調査所で

はじめての地質図である.

陸域と海域,また大陸と島弧というようた異なる

地域の地質をうまく関連させ,分かりやすく表現す

るため,凡例はできるだけ単純化してある.陸域の

1993年6月号

地質系統は,堆積岩･変成岩,火山岩及び深成岩に

大きく分け,それぞれ時代によって色分けし(堆積

岩･変成岩は13,火山岩は6,深成岩は9区分),

さらに地紋によって岩型を示してある.なお,変成

岩は原岩の時代による.�



一56一

日本地質アトラスの研究グルｰプ

海域については,層序的に上位の堆積岩･火山岩

に関して,大きく縁海･前弧域と北西太平洋などの

海洋底域で凡例を分けている.前者は11に,後者

は第四紀とそれ以外に2区分してある.層序的に

下位の音響的基盤は先カンブリア時代～古生代,中

生代,新生代に相対区分され,実際には6種類の

分類がだされている.海域の場合も地紋で岩型を示

してある.

陸域の堆積岩は,海成,非海成および海成一非海

成に分け,おおまかた堆積環境が読み取れるように

なっている.また,海域の堆積物については,海溝

内側斜面の付加体堆積物,タｰビダイトを主とする

海溝及び海嶺沿いの堆積物などを識別して図示して

ある.

火山岩については,珪長質一中性,中性一苦鉄質,

苦鉄質および未区分の4種,深成岩は珪長質一中

性,中性一苦鉄質および苦鉄質一超苦鉄質の3種に

区分し,変成岩は高圧型と中一低圧型の2種に分

け,それぞれ地紋で示してある.変成岩,とくに先

カンブリア時代のものには,構造トレンドか記入し

てあるが,これと各時代の堆積岩･火山岩･深成岩

の分布状況を細かく見ていくと,大陸の大構造がよ

くわかる.

すたわち本図は,日本列島を中心に,アジア大陸

東縁部から典型的島弧一海溝系をへて大洋底にいた

る広域の地質図であり,様々な構造環境下にあって

複雑な地史をもつ環太平洋北西地域の地質を理解す

るのに役立つであろう.

シｰト3-1～3一任目本地質図(10⑪万分の1)

地質調査所(1992)

昨年,発行された100万分の1日本地質図第3版

を6シｰトに分割複製したものである.第2版

(1978)とは,凡例をはじめ抜本的た改訂が行われ

たが,その内容等の詳細については,すでに地質ニ

ュｰスに発表されているので,それを参照していた

だきたい(地質ニュｰス,460号,34-41ぺ一ジ,

���

ただし,南西諸島地域に関しては,第3版では

スペｰスの関係から200万分の1図と畦ざるを得た

かったが,アトラスでは新たに1OO方分の1の縮尺

で作成し,挿入図として入れてある.

シｰト4日本地質構造図(3⑪0万分の1)

脇田浩二･岡村行信･栗田泰夫

目本列島および周辺海域のテクトニクスを事実と

それに基づく解釈を加えて総括した図である.

地質関連の凡例は,陸域で堆積岩7,火山岩5,

深成岩4,付加コンプレックス6と時代別に区分し

ている.変成作用は,低一中圧型と高圧型をそれぞ

れ4つずつに時代区分して示している.この他,

先シルル紀変成岩及び深成岩類とオフィオライト

(苦鉄質岩･超苦鉄質岩の2種)も区別してある.

海域の堆積層は白亜紀以降6つに時代区分し,

海溝底堆積物を別に区分している.火山岩は白亜

紀,中新世一第四紀,新第三紀および第四紀に4つ

の時代区分をしている.新第三紀一第四紀の付加コ

ンプレックスは一括して示している.基盤の高まり

は岩質と時代によって6つに細分している.この

ほか海洋性地殻を,白亜紀,古第三紀および後期漸

新世に3分し,日本海の海洋性地殻と日本海の``厚

い海洋性地殻"について模様で表示してある.

構造要素の凡例は,断層を時代(白亜紀一第三紀,

新第三紀および第四紀)とセンス(逆断層,正断層,

横ずれ断層)によって区分し,未区分の断層とあわ

造て9つに分けている(白亜紀一第三紀の正断層･

横ずれ断層と未区分第四紀断層は表示していない).

シｰト5の活構造図で示されていない海域の広義

の活断層も示されている.

このほか,背斜軸,第四紀カルデラ,新第三紀後

期のコｰルドロン,火口,プレｰトの絶対移動(方

向),(海域における)堆積層下の高まり,沈み込み

境界,海溝斜面の地すべり帯,蛇紋岩ダイアピノレ,

海域の断裂帯や地磁気異常だとも示されている.

このように複雑た図示なので,読者の理解を助け

るため2つの付図が挿入されている.1つは,西南

目本内帯を4つ(飛騨･飛騨外縁･中国･美濃二丹

波),西南日本外帯を5つ(三波川･黒瀬川･秩父

･四万十･南海),そして東北日本を5つ(阿武隈

･南部北上･北部北上･北海道中央部･北海道東

部)に分けた地体構造区分図である.

もう1つは,構造区ごとに,地層の堆積年代,

火成･変成年代等を模式的に示した図である.いず

れも共通のカラｰ表示がだされている1

シｰト5日本活構造図(3⑪⑪万分の1)

衣笠善博･佃栄吉･山崎晴雄

目本列島および周辺海域における第四紀のテクト

ニクスや火山活動一活断層･地震･火山･温泉･地
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熱などは,その活き活きとした活動で地球科学研究

者だけでなく,一般社会においても多くの関心を集

めてやまない地域である.

本図は,簡略化された陸域(日本列島地域)の地質

と段彩された日本列島周辺海域の地形をべ一スに,

活断層･火山･地震やそれらに関連する事項を表示

してある.

地質は,基盤となる先第四系を,先新第三系と新

第三系に2分している.第四系は堆積岩分布域と

火山岩分布域に大別し,前者をさらに,下部更新

統,上部更新統および完新統に,後者を下部更新統

火山岩,上部更新統～完新統の安山岩･玄武岩およ

び同流紋岩･デイサイトに細分している.

活断層は,確実度の高いものを陸域に限って記載

している.横ずれセンスを矢印,縦ずれセンスをゲ

バで示している.

火山は,活火山を三角印で,その他の第四紀火山

を点で表示している.また,火山フロントも示して

いる.

おもな浅発地震について,その断層面やスリップ

ベクトルを表示した断層モデルと発生年･マグ

ニチュｰドを付記している.

このほか,沈み込みプレｰト上面の等深度線をフ

ィリピン海プレｰトについては20㎞ごと,太平

洋プレｰトについては100kmごとに示している.

このほか,アサイスミック･フロントや海溝およ

び舟状海盆の軸を記入し,日本及び周辺のネオテク

トニクスが大局的に理解できるようにしてある.

シｰト窃日本及び隣接地域第四紀火山図

(5⑪⑪万分の且)

須藤茂･中野俊･高田亮･川辺禎久･

三村弘二･屋住英夫･曽屋龍典

目本及びその周辺の大陸及び海域の300以上の火

山及び主な鍵テフラを図中にさまざまだ記号や色を

もちいてその諸特徴とともに記入している.また,

古文書等に噴火記録のある68の火山についてはリ

ストを掲げ,その番号を記号の側に記している一

島弧地域には,新第三紀の火山岩および貫入岩と

第四紀大観模火砕流堆積物の分布を示し,大陸地域

では,新第三紀～第四紀玄武岩の分布を示すに留

め,火山や関連するテクトニクスたどを強調し,主

題のわかりやすい図にたっている.

まず,陸上の火山のタイプを7種類に分類し(成

1993年6月号

層火山･径7km以下の小カルデラ火山･径7km

以上の大カルデラ火山･火砕流台地･溶岩台地･単

成火山･単成火山群),それらを総噴出体積の分類

(>30㎞3･3-30㎞3･<3km3)と組み合わせて,

おのおの記号表示している.さらに,岩質をソレア

イト質および高アルミナ玄武岩･安山岩･デイサイ

トｰ流紋岩･アルカリ岩に4分類し,年代を更新世

前･中期と更新世後期･完新世に2都して,それ

らを組み合わ畦た色分げ表示をしてある.これらに

よって各火山の諸特徴を記載している.さらに,海

底噴火地点や径3km以上の海底カルデラについて

はその位置を示している.

海域では深度区分ごとに段彩された上に第四紀の

引張場･拡大軸や沈み込みプレｰト上面の等深度コ

ンタｰを示し,推定された各プレｰトの相対速度は

その運動方向を示している.

また,全域(中国地域を除く)のブｰゲｰ異常を,

50ミリガルごとのコンタｰで表示している.

シｰト7日本化崩岩図(3⑪⑪万分の1)

佐藤興平･石原舜三･柴田賢

大陸地殻の主要構成岩石である花筒岩類の岩石学

的諸特性の概略が一目で見られるよう表示した.

300万分の1の本図には,まず時代ごとに5つに

区分(三畳紀以前,ジュラ紀,東北日本の白亜紀,

西南日本の白亜紀一古第三紀,第三紀および新第三

紀)するとともに磁鉄鉱系(酸化型)とチタン鉄鉱系

(還元型)に分けて分布を示した.同時に鉱物(角閃

石･黒雲母)の代表的なK-Ar年代値を付けた.こ

のほか,次のような5つの挿図を付し,鉱床学的

岩石学的特性を示した.

鉱床生成区:Sn,W,Mo,Fなどの生成量に基づ

く鉱床生成区分の分布

白亜紀一古第三紀の花嵩岩類のK-Ar年代とSr

初生値の広域変化:年代値を5つ(110-130,100-

110,80-100,60-80,<60Ma)にまとめて地域ごと

に色分げ表示し,Sr初生値はコンタｰで示してい

る.

硫黄同位体組成:花嵐岩類とそれに伴う鉱床のそ

れぞれの硫黄同位体組成のヒストグラムを,時代お

よび型を示す凡例と同じ色表示を用いて示した.

花開岩類の酸素同位体組成:横軸にSi02(%),

縦軸にδ180SMOWをとって示した.これも硫黄

同位体組成のダイヤグラムと同じ色表示を用いた.�
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帯磁率:主要構造線と地帯区分および地域名を示

した索引図とそれらに対応する地帯の花商岩類の帯

磁率をヒストグラムで示した.

シｰト8日本変成岩図(変成帯地体構造図5⑪⑪万

分の1;変成相･変成年代図,3⑪⑪万分の1)

中島陰

本図は表題に記したように2つの図からなって

いる.変成帯地体構造図は,変成作用を高圧系列,

中一低圧系列,および未区分系列に3分して色分け

し,また,それらの原岩分布を模様で重ねて表示し

ている.さらに,それぞれを,7つの時代(300>,

240～300,160～240,120～160,80～120,50～80,

O～50Ma)に区分している.東北日本･西南目本及

び内帯･外帯だとの地帯構造区分をよく反映してい

ることがわかる.

変成相･変成年代図は,高圧型変成相系列を曹長

石一緑簾石角閃岩相/エクロジャイト相,緑簾石藍

閃石相/高圧緑色片岩相,およびロｰソン石藍閃石

相に3分している.また,中一低圧変成相系列を,

グラニュライト相,角閃岩相,緑簾石角閃岩相およ

び緑色片岩相に4分している.この他変成相系列

を特定できない緑色片岩も区分し表示している.こ

れらに1991年までに公表された広域変成岩の同位

体年代を,その年代測定法と試料鉱物名を記号化し

て付記している.インデックスとしての利用度も高

い図となっている.

シｰト9日本及び隣接地域鉱物資源図

(5⑪⑪万分の且)

須藤定久･吉井守正･平野英雄･

神谷雅晴･古宇田亮一

目本およびアジア大陸東部の陸域における多様た

鉱物資源の分布状況を,さまざまに工夫をこらした

凡例で表現した図である.

地質は,シｰト2の地質図をもとに,堆積岩は

時代別に5種,火山岩は2種,深成岩は4種に色

分けした.さらに,岩型として,変成岩は高圧型と

中一低圧型の2種,火山岩は,珪長質一中性,中性一

苦鉄質および苦鉄質の3種,そして深成岩は珪長

質一中性,中性一苦鉄質および苦鉄質一超苦鉄質の

3種に区分し,それぞれ模様で表し,時代別の凡例

に重ねて表示している(苦鉄質一超苦鉄質深成岩だ

けは色分けして表示).

べ一スマップの上に,鉱物資源の分布状況など

を,鉱床タイプ･鉱種･鉱床生成年代･鉱床の規模

カミ容易に把握できるように各種記号を用いて表した

鉱床タイプは,10種に分類され,おのおの円や

四角形などのの記号を組合せて示され,鉱種は,

10種類の色で区分され,元素記号を主とした記号

が付されている.鉱床生成年代は,記号の中心に配

置した円形の時計の針によって示され,鉱床の規模

は記号の大きさによって大･中･小に区分してあ

る.おもな104の鉱山については,図中に番号を付

し,図の脇に鉱床名･鉱種･規模を示した一覧表と

して掲げられている.さらに,日本列島におけるの

金･銀･銅･鉛･亜鉛の銅換算産出量分布をコンピ

ュｰタ･グラフィックスを用いて立体カラｰ表示し

た挿図を付している.

シｰト10日本燃料資源図(5⑪⑪万分の1)

角井朝昭･渡部芳夫･鈴木祐一郎･

小玉喜三郎･棚橋学

燃料資源が胚胎する堆積盆の状況に関する貴重な

資料を表現方法に工夫をこらし,また付図をうまく

挿入することによって多量の情報を表現Lている･

まず基図として,経済基盤までの堆積物層厚を,

1,000mごとのアイソパック(等層厚線)で示し,色

分けして表示している.14の主要堆積盆ごとに,

その構造断面図と岩相柱状図が付図として示されて

いる.岩相柱状図は,白亜紀以降の地質時代を7

分して,色と記号で示し,産油･ガス層準,爽炭層

準を含む14の岩相凡例を模様で区分している一さ

らに,主要た油･ガス田および炭田(時代･炭質を

細分)を地図中に色表示するとともに,そのリス･ト

を掲げている.また,わが国の石炭生産量と輸入量

の推移を棒グラフで示している.さらに,各炭田地

域の層序対比図や最も重要な産炭層地域である石狩

炭田北部地域の石狩層群地質柱状図も付されるなど

盛り沢山の内容となっている.

シｰト11日本地熱資源図(3⑪⑪万分の五)

山ロｰ靖･金原啓司･玉生志郎･

角情愛･田中啓策

エネルギｰ資源の多様化に伴って,地熱資源に対

する一関心が高まっている.わが国は,世界的にみて

も地熱資源に富んだ地域であり,そのエネノレギｰ源

としての開発一･利用が強く望まれている.本図で

は,そうしたわが国の地熱資源の状況を利用の現状

とあわせて表示し,開発可能性をも示唆する内容と
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なっている.

地熱資源賦存地域は,大きく3つに分けられて,

そのリストとともに示されている.

すなわち,第四紀火山に関連した地熱資源賦存地

域とそれに関連しない地熱資源賦存地域および深層

熱水資源賦存地域である.前者は,ランクA(90℃

以上の温泉か,70℃以上の温泉および1km2以上

の変質帯を伴う地域)とランクB(42℃以上の温泉

を伴う地域)に区分されている.第四紀火山に関連

しない地熱資源賦存地域は,ランクA(90℃以上の

温泉)とランクB(42℃以上の温泉を伴う地域)に区

分されている.最後の深層熱水資源賦存地域は,新

第三紀後期～第四紀堆積盆地のうち42℃以上の温

泉を伴う地域であり,おのおの色分けしてある.

さらに,地熱調査井の最高温度とその深度,地然

発電所および第四紀火山の位置を示している.温泉

は,泉温によって3分して色別表示している.

シｰト12日本地震図(5⑪⑪万分の且)

鈴木尉元･宮崎純一･川勝均･村田泰章

わカミ国が世界有数の地震多発国であることは,日

常の経験を通してもよく知られていることである.

いうまでもなく,こうした地震活動が,どのような

規模･位置で発生分布しているかは,もっとも基本

的な情報である.

本図は,日本列島とその周辺地域の地震の震央の

平面的な分布と断面を示したものである.日本列島

付近については,1885年から1985年までのものを

おもに宇津(1982)と気象庁(1951-1971)によって,

韓半島付近については,1903年から1986年までの

ものをKIER(1988)によって示した.

地震は,マグニチュｰド4.0以上のものを5.0,6.O,

6.5,7.O,7.5で級分けし,それぞれ円の大きさで示

した.また,深度は60,100,200,300,400,500km

で区分L,それぞれ色別に示した.

断面図は,本州東北部から,日本海中部を東南東

一西北西に切るもの(A-A'),紀伊半島･四国地方

東部から中国地方東部を南東一北西に切るもの(B-

B'),伊豆･小笠原諸島中部を東西に切るもの(C-

C'),沖縄諸島中部を南東一北西に切るもの(D-D')

を地形断面図とともに示した.なお,断面に示した

地震は,1983年から1991年に起こったものである.

シｰト13日本及び隣接地域重力異常図

(5⑪⑪万分の1)

1993年6月号

駒沢正夫･石原文案･広島俊男･

山崎俊嗣･村田泰章

地下の岩石や鉱物問の密度差による重力場のわず

かた異常を測定し,それらの分布状態や地質構造を

推定することができる.とくに,観測重力値に種六

の補正を加えて得られるブｰゲｰ異常値は,地下の

構造をよりよく反映している.日本及び周辺海域の

こうした重力探査結果をまとめたのカミ本図である.

陸域については,約30万点,海域は約90万点の測

定デｰタが編集されており,さらに,デｰタの少な

い地域では,人工衛星によるアノレティメトリデｰタ

をも利用している.なお,補正にもちいた仮定密度

は,2.679/cm3である.こうして得られた重力異

常値は,5mga1ごとの等重力線で表現され,負の

低重力異常は紫色で,比較的低い正の重力異常値

は,青～緑色,より高い正の異常値は,黄色～澄色

～赤色と段彩されて示されている.

シｰト独日本及び隣接地域磁気異常図

(5⑪⑪万分の1)

牧野雅彦･伊勢崎修弘･山崎俊嗣･石原文案･

大久保泰邦･中塚正

地下のさまざまな岩石からなる岩体は,おのおの

その磁気特性が異なるから,地磁気異常測定を行

い,その分布を明らかにすれぼ,地下構造の解明に

役立つことが知られている.こうした磁気探査の結

果をまとめたものが本図である.

陸域における空中磁気探査デｰタ(地質調査所と

新エネルギｰ･産業技術総合開発機構)と海域にお

ける海上磁気探査デｰタ(地質調査所,日本海洋デ

ｰタセンタｰ,千葉大学,東京大学海洋研究所等)

を用いて作成された.空中磁気デｰタは,各探査地

域ごとのグリッドデｰタを高度10500ftに上方接続

したデｰタセットを作成し,その後緯経度30秒メ

ッシュのグリッドデｰタに変換したものを使用し

た.海上磁気デｰタは,航跡だらびにグリッドデｰ

タを使用し,磁気図作成面高度を統一するために高

度10500ftに上方接続した.

磁気異常値は測定された全磁力値から国際標準地

球磁場(IRGF)を差し引いた残差を使用した.探査

境界領域付近での不一致を除くため,磁気レベルを

一致させるよう傾向面除去を行った.また,海域で

は,異なる測定磁気の航跡デｰタごとの磁気異常値

の平均された磁気レベルが一致するよう補正した.�
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磁気デｰタはラソベノレト図法による座標に変換し,

最小曲率法によって2.5km間隔のグリッドデｰタ

を作成した.

本図における磁気異常の編纂領域は日本列島周辺

の東経約1470付近以西の太平洋と日本海の大部分,

沖縄トラフ付近の東シナ海などをカバｰしている.

一350nT以下から350nT以上にいたる磁気異常域

を25nTごとに分割し,それぞれ段彩してある.

シｰト蝸日本及び隣接地域熱流量｡キュリｰ

点深度図(5⑪⑪万分の1)

松林修･大久保泰邦･山崎俊嗣･

上嶋正人･宮崎光旗

北緯240～48｡,東経120㌧150切範囲内の海域陸

域における熱流量と日本及び大陸地域で行われた空

中磁気探査デｰタから求められたキュリｰ点深度コ

ンタｰを重ねて示してある.

本図の熱流量デｰタは国際熱流量委員会による原

デｰタファイノレほかによって編集し,キュリｰ点デ

ｰタはNED0のデｰタによった.

熱流量値は,色と円の大きさによって4段階

��ね圯洲���ね圯洲���浗矛㈬

および≦60mW/m2)に区分して表示されている一

キュリｰ点深度は1km間隔で20km<～<6km

まで16段階に区分されコンタｰ間は中間色で段彩

色されている.

また,東北日本を横切る東西側線(39.30'N)およ

び西南日本を横切る南北側線(133,331E)にそった熱

流量プロファイノレが挿図として表示されている･

太平洋岸地域や瀬戸内海付近でキュリｰ点深度が

深く,火山地域で浅いようすや日本海溝地域で然流

量値が低く,日本海は一般にそれより高いが必ずし

も単純な熱流量分布を示さたいたどがよく読み取

れ,きわめて示唆に富んでいる.

シｰト蝸日本地質災害図(3⑪0万分の1)

山崎晴雄･釜井俊孝･遠藤秀典

陸域は200m一ごとの等高線で,地形を表示して

いる.海域は,200,500,1OOO,2000m,(以下1000

mごと)…に等深度線を示し,段彩をほどこし

てある.また,陸域は,軟弱地盤として中･後期更

新世と完新統の分布域をそれぞれ黄色と緑色に塗布

している.

地質災害としては,地震･火山･大規模崩壊を取

り扱っている.

地震災害関係の凡例は,断層･津波･地震があげ

られている.断層は,陸域で地震発生に関与し,第

四紀に繰り返し活動をしたとされる活断層を平均変

位速度1mm/年を境に2分している.さらに,歴

史記録たどで地震発生時に変位したことが確実な地

震断層を区分している.

津波は,その波源域がその津波マグニチュｰドに

よって4区分され(m=1,2,3,4),さらにデｰタが

確実な1897年以降の観測デｰタによるものと,そ

れ以前の不確実た歴史記録によるものとに分けられ

ている.

被害地震は,その震央位置にマグニチュｰドの大

小と相関させた円の大小で表現されている.その区

分は,7.0>M>6.5,7.5>M>7.0,8.O>M>7.5,

およびM>8とたっている.また,1884年以降の

観測デｰタに基づくものと,それ以前の歴史記録か

らの推定によるやや不確実なものとに色を分けて表

示している.

火山災害関係の凡例は,まず火山地質として,第

四紀後期の溶岩および火砕流を岩質によって流紋岩

一デイサイト質･安山岩質･玄武岩質に3分して,

その分布範囲を塗布している.カルデラはゲバで表

示してある.1輪廻の噴火での最大噴出量(y)を噴

出時代と合わせて色と三角印の大きさで表現してい

る.すなわち,O.1km3<V<1Okm3とV>10km3

に2分して,大小の三角印であらわし,時代は,

中期更新世,後期更新世,完新世に3分し,おの

おの黒,青,赤色に塗布している.そのほか噴火の

際に広域に広がって飛散した火山灰たどからたる主

要なテフラの分布範囲を後期更新世にわけて表示し

ている.また,火砕流の最大被覆範囲も示してい

る.

大規模崩壊は,その原因によって4分し(地震･

火山噴火･豪雨･原因不明),色分けした四角印で

表示している.さらに,大規模崩壊および火山噴火

で引き起こされた二次被害である洪水の範囲も示さ

れている.

さらに,気候変化を表すために,地質学的に比較

的近い過去においてもっとも海岸線が低くたった最

終氷期(約20000年前の海岸線)と,もっとも海岸線

が高くなった約6000年前の海岸線も表示している.

シｰト17関東地方北東部地球化学図

(55万分の1)

地質ニュｰス466号�
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田中剛･上岡晃･伊藤司郎･

今井登

地球表層部における諸元素の分布を明らかにする

ため4000km2におよぶ北関東地域(東経1400～

14r,北緯36.20'～37｡)を対象として地球化学図が

完成された.

試料として用いた河川堆積物は,その上流の化学

組成を代表するものと考えられ,河川のすべての合

流点において支流側で採取することにより,全流域

がカバｰできるようにした.

分析法は,ICP発光分光分析および機器中性子

放射化分析を用い,53元素を対象とした.本図で

は,そのうちNa,P,Ca,Ti,Co,Cu,Ce,Hf,Uの9

種類の元素についてのコンピュｰタマッピングによ

り作成した地球化学図を掲載している.印刷の都合

でこの図たけアトラスの中で,例外的に55万分の

1の縮尺とたっている.

各分析値は,60秒×60秒のグリッドごとに平均

化された元素濃度として算出され,それをもとにし

た等濃度線図として表現されている.これに,海岸

線や主要稜線も表示されている.いわば,地表の化

学情報を図化したものであるといえよう.また,本

地域の地質略図(加藤編図)も同縮尺で付け加えられ

ている.

日本地質アトラス(第2版)は,通商産業省工業

技術院地質調査所編集,朝倉書店発行で,定価

51,500円(本体50,000円),送料1,000円である.購

入希望の方は,下記の同書店あて申し込まれたい.

〒162東京都新宿区新小川町6-29

振替東京6-8673

電話(03)3260-0141

(文責:地質調査所国際揮力室加藤磧一)
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<受付:1992年11月4日〉

中国｡四国地域地質センタｰ閉所のお知らせ

当所の中国･四国地域地質センタｰ(広島市)

は,平成5年4月1日付の地質調査所組織の一

部改正により,閉所いたしました.

同センタｰの始まりは,昭和24年9月に大阪

支所の出先として広島市に置かれた駐在官で,そ

の後,昭和27年4月に広島駐在員事務所,昭和

42年4月に中国出張所,昭和63年10月に中国･

四国地域地質センタｰと改称して調査研究業務を

継続し,平成5年3月の閉所に至ったものです.

この問,同センタｰでは,中国地方に特徴的な

地質や地下資源だとの研究を精力的に行ってきま

した.とりわけ戦後間もない頃の炭田開発調査や

その後のウラン(核燃料物質)調査,鉄鋼原料(未

利用鉄資源)調査だとは特筆すべき調査研究であ

ります.そのほか,鉱物資源の研究としてクロム

鉄鋼鉱床･タングステン鉱床･ろう石鉱床･珪砂

鉱床･ドロマイト鉱床などの研究が行われまし

た.最近では砕石資源調査や本所研究グルｰプの

5万分の1地質図幅の研究に協力しています.

これらの調査研究の成果やその過程で得られた

鉱物･岩石標本や情報をもとに,相談業務や技術

指導にも積極的に対応し,'通商産業局をはじめと

した行政機関などの鉱業行政や地域社会に寄与し

てきました.

同センタｰのこのたびの閉所にあたり,長年に

わたってお寄せいただいた御支援･御指導に対し

厚くお礼申し上げる次第です.

なお,同センタｰの所掌業務は,本所(つくば

市)及び近畿･中部地域地質センタｰ(大阪市)に

おいて継続･実施しています.

本所:地質相談所TEL0298-54-3540

近畿･中部地域地質センタｰ:TEL06-941-5377

1993年6月号�


